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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月28日(2016.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長検知部による波長の検知結果と目標値との差に基づいて、波長選択要素に対応する
ヒータが設けられ、前記波長選択要素は、複数の縦モードを有する第１波長選択要素、前
記第１波長選択要素とは縦モード間隔が異なる複数の縦モードを有する第２波長選択要素
、前記第１波長選択要素の温度を制御する第１ヒータ、前記第２波長選択要素の温度を制
御する第２ヒータを含んでなる半導体レーザの発振波長を制御する波長可変レーザの制御
方法であって、
　メモリから、第１波長に対応した、前記波長検知部の波長特性あるいは前記目標値を定
める検知部情報と、前記第１ヒータおよび前記第２ヒータの制御目標値とを含む前記波長
可変レーザの駆動条件を取得する第１ステップと、
　前記第１波長と前記第１波長とは異なる第２波長との波長差分に基づいて、前記第１ス
テップにおいて取得された、前記検知部情報と前記第１ヒータおよび前記第２ヒータの制
御目標値を前記第２波長に対応した値に更新する第２ステップと、
　前記第２ステップによって得られた駆動条件に基づいて、前記波長可変レーザを駆動す
る第３ステップと、を含み、
　前記第２ステップにおいては、前記波長差分に基づいて、前記第１ヒータおよび前記第
２ヒータの前記制御目標値を更新する処理が実行されるとともに、その実行にあたっては
、前記制御目標値を得るために、波長差分に対する電力変化量を算出するための演算係数
が、前記第１ヒータと前記第２ヒータとで異なる、波長可変レーザの制御方法。
【請求項２】
　前記第１波長選択要素はＳＧ－ＤＦＢ領域であり、前記第２波長選択要素はＳＧ－ＤＢ
Ｒ領域である、請求項１記載の波長可変レーザの制御方法。
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